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漂着アマモに認められた藻食性魚類の採食痕
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A survey was Illade on the whole seashore after passing of a typhoon in Tsullla ViJlage in Oki district， Shilllane， Japan in September 2004 

Zos/era marina bed was wid巴Iydistribllted along this coastal area and the states of its drifts were investigated. Variolls parts of dri抗edZ. marina 

incJuding the rhizome， leafsheath and leafwere carefllJly checked， and bite marks of Siganusfilscescens， an herbivorolls fish， were fOllnd on th巴

drifts. The bite marks w巴relarge on the leaf sheath， whereas those were smaJl on the leaves. This sllggested that the gr回 ngprefi巴rencefor each 

pa口ofZm印 inawas di仔erentaccording to the stages of development for丘filscescens.The present reslllts showed that abollt 90 % ofthe drifted 

Z marina was attribllted to the grazing by S.filscescens in the bay with a wide opening. Moreover， it was demonstrated that large and sl11aJl sized 

S.fiωcescens selectively took th巴leafsheaths and the leaves， respectively 
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近年，日本の暖流影響域において，藻食性魚類の採食活動

が天然藻場の衰退に深く関与する(清水ら1999，桐山ら1999)

とともに，藻場造成や海藻養殖の制限要因となる(瀬戸口

1978，木村 1994，増田ら 2000)ことが指摘されている。藻

食性魚類による藻場の採食に係る知見として，採食行動とカ

ジメの損傷の潜水観察(中山 ・新井 1999)，採食量や採食痕

の水槽内実験(木村 1994，桐山ら 2001)，消化管内容物分
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析による食性およびその季節性の検討(野田 ら 2002)など

幾つかの研究があるが，藻場と藻食性魚類の直接的な観察を

行わずに，海岸に漂着するサガラメ藻体に認められる採食痕

を精査し藻体の損傷状況の推移を観察した事例(堀内 ・中山

2000)も報告されている。著者らは 2004年秋季，アマモ属

Zosteraの海草群落が成立する海域において，台風18号通過

後に海岸に漂着したアマモ属草体を調べた。その結果，葉，
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Fig. 1 Stlldy area along the coast ofTsul11a ViJlage， Oki district， Shimane， Japan. Dotted line indicates sllrvey range. Solid circles indicate the site at which 

drifted Zoslera were coJlected. St.I; a calm area protected by breakwater blocks in a bay with a wide opening， in which tidal Cll打巴ntwas favorable. S1.2; an area 

positioned in a landlocked bay with a narrow opening 
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Fig.2 The stales of drifted Zoslera 

業鞘が切断されたアマモ草体が多数認められ，その原因が藻

食性魚類の採食活動でZあることが判明したので報告する。

台風通過後の2004年9月9日，島根県隠岐郡都万村の海岸

一帯を踏査し (Fig. 1)， n線部でアマモ属の漂着状況を観
察した (Fig.2)。都万村には入り組んだ?をが多く，静穏な

砂地海底にアマモ属海草群落が広く分布しており，アマモ属

草体が漂着した地点周辺 (Fig.3)には例外なくアマモ属海

草群落が成立していた。漂着したアマモ属草体には，程度に
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Fig.3 The sile at which drifted Zoslera wer巴obse刊 ed，along lhe coaSl of 

TSllma Yillage， Oki district， Shimane， Japan. Circle indicate lh巴siteat which 

drift巴dZoslera were observed 

差があるものの弧状の痕跡が認められた。魚類が海草を採食

することは囲 内外 において知られるところである

(McClanahan et a1. 1994，東出 ・逮 2003，玉置ら 2004) 
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Fig. 4 Five types of drifted Zoslera. Grollp 1， Zoslera with damaged rhizome; Grollp 2， Zoslera wilh damaged leaf sheath; Grollp 3， Zoslera with damaged 

leave; Grollp 4， Zoslera with damaged leaf sheath where distinctive bite marks were IOllnd; Grollp 5， Zoslera wilh damaged leave where distinclive bile marks 

were fOllnd 
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大きい採食痕の弧の幅(弧の両端の直線距離)を測定した。

漂着したアマモ草体のタイプ別割合をFig.5に示した。ア

イゴの採食が関与しない自然の分断と判断されるタイプ 1，

タイプ2およびタイプ3の比率は St. 1がSt. 2と比較し

て低く，特に地下茎から分断されたタイプlの比率が著しく

低かった。これは， St. 1の前面に設置された消波ブロック

の消波効果により海底の撹乱が抑えられたことによると思わ

れる。アイゴの採食により薬鞘が切断されたタイプ4および

葉が切断されたタイプ5の比率は， St.1で51%および36%，

St. 2で33%および8%と高かった。当海域では藻食性魚類

の採食活動によるアマモ属草体の媛ノトイヒが確認されており

(玉置ら 2004)，調査地点周辺を潜水することによりこの現象

が観察された (Fig. 6)ことから，地点聞に差があるものの

アイゴの採食がアマモの流失原因となっているものと判断さ

れた。増田ら (2000)はカジメ葉状部がアイゴの連続的な採

食により切断されることを確認した上で，カジメ場の損傷が

実際のアイゴの採食量と比較して大きいことを指摘しており，

アマモの葉鞘が切断される場合も同様に，アマモ場の損傷は

実際の採食量と比較しでかなり大きいものと考えられる。

タイプ4およびタイプ5の分断面に認められた最も大きい

採食痕の弧の幅は，葉鞘が切断されたタイプ4で大きく，葉

が切断されたタイプ5で、小さかった (Fig.7) 0 St. 1とSt.

2の両地点に共通するこの現象は，アイゴの発育段階により

採食部位に対する選好|生が異なることを示唆しているが，少

なくとも全長10cm未満の小型のアイゴが厚みのある葉鞘を採

食し切断することは困難であると考えられる。

以上の結果を総合すると，開口部が広く潮通しのよいSt

lではアマモ草体の流出原因の約9割がアイゴの採食による

もので，大型のアイゴがアマモの葉鞘を，小型のアイゴが葉

を選択的に採食しているのに対し，入り組んだ湾の奥に位置

する St.2ではアマモ草体の流出原因の約4害IJがアイゴの採

食によるもので，大型のアイゴが少なく小型のアイゴがアマ

モの薬を選択的に採食しているものと判断された。外海に面

したクロメ場が消失しリアス式海岸湾奥部のクロメ揚が残存

Fig.5 Proportions of di作erenttypes of clri fted Zoslera 

が，今回，弧状の痕跡、の特徴からアイゴ Siganusfusc何回目

(Houttuyn)の採食痕(中山 ・新井 1999，野田ら 2002)と判

断された。アマモ属草体が漂着した地点のうち， 開口部が広

く潮通しの良い湾に位置し消波ブロックが静穏域を形成する

St. 1，関口部が狭く入り組んだ湾の奥に位置する St.2の

2地点 (Fig. 1)において，打線沿いの50mの範囲に漂着し

たアマモ属草体を採集した。採集された草体はすべてアマモ

Zostera marina Linnaeusであり，そのうち 100検体(草体

の部位および形状を間わなし、)を地点毎に無作為抽出し，地

下茎，葉鞘，葉の分断部分を精査し， 1 地下茎が分断されて

いる，2;葉鞘が分断されている， 3;葉が分断されている， 4; 

葉鞘が分断され，分断面に明瞭な採食痕が認められる， 5 ;葉

が分断され，分断面に明瞭な採食痕が認められる，の5つの

タイプに分類した (Fig.4)。草体の分断面に明瞭な採食痕が

あるタイプ4およびタイプ5は、アイゴに噛み切られ漂着し

たアマモの事例(東出 ・達2003)と同様に，アイゴの採食が

原因で切断されたものと判断された。また，タイプ4および

タイプ5のすべての検体について，分断面に認められる最も

Fig. 6 Grazed seagrass commllni!y of Zoslera marina along !he coast ofTsllma 

Village， Oki district， Shimane， Japan 
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Fig. 7 Frequency distribution for lhe curve width ofll1aximull1 bite ll1arks on the cut surface of drifted Zosler，口 Upper:Bit巴markson 

the cut surface of leaf sheath. Lower: Bite marks on the cul surface of leave 
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した宮崎県門川地先での事例(清水ら 1999)にもみられるよ

うに，こうした地点による採食状況の差異はアイゴの環境に

対する選好性によるものと考えられることから，今後，詳細

を明らかにする必要がある。
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